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正誤表（ver.3） 

 

・P.i 11 行目：多くの行程 → 多くの工程 

 

・P.i 17 行目：行程削減 → 工程削減 

 

・P.23 式(2.1.3)の 2 行目：分母 h-ih → h0-ih 

 

・P.53 2 行目：（d04/4） → （d02/4） 

 

・P.53 式(2.4.5)： E
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・P.65 17 行目： m = 0.19 → 0.91 

 

・P.65 18 行目：押出し比 1,2 → 押出し比 1.2 

 

・P.66 図 2.5.8：図中の減面率の数式 分子と分母が逆 

 

・P.188 図 3.5.31：図中のシンボル記号に誤りあり．正しくは下図の赤丸内のシンボル記号． 

 

 

 

 



・P.203 参考文献 10：Press Forging Journal → Press Forming Journal 

 

・P.305 下から 2 行目：式(2.4.9) → 式(2.4.6) 

 

・P.231,232 3.6 の参考文献：下記のように変更し，参考文献 12 は取り除く（本文に引用記載箇

所なし）． 
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